
【障害馬術競技】
◆強化体制の整備
欧米における日本選手の競技活動を支援し、活動状況を把握するための海外コーチングチームの設置。
◆競技活動支援
一定の要件を満たした選手に対し活動補助費を交付するなど競技活動を支援する事業。
⑴ 東京オリンピック代表候補選手活動補助
　　�東京2020オリンピックのMESを取得しナショナルチームメンバーとして主に欧米で継続的に競技活動行なっている選手、または
JEF馬を貸与されている選手。

　　月額30万円（10名以内）
⑵ アンバサダーライダー育成強化
　　将来が期待される若手選手であって、アンバサダーライダーとして馬術の普及活動を行うため連盟が指名した選手。
　　年間240万円以内（1名）
◆優良競技馬（JEF馬）による競技活動支援
�東京2020オリンピックにおいて、日本代表がより優秀な成績を獲得できるよう、優良な競技馬を確保する。海外トレーニング拠点を
繋養場所とすることを条件に、貸与を希望する選手のうち連盟が認めた選手に貸与する。
◆海外トレーニング拠点設置事業
海外トレーニング拠点を設置し、代表候補選手が訓練を行える環境を整備し、競技会への出場等をサポートする。

【馬場馬術競技】
◆強化体制の整備
欧米における日本選手の競技活動を支援し、活動状況を把握するための海外コーチングチームの設置。
◆競技活動支援
一定の要件を満たした選手に対し活動補助費を交付するなど競技活動を支援する事業。
⑴ �東京2020オリンピックのMESを取得し、ナショ
ナルチームメンバーとして主に欧米で活動してお
り、CDI3* 以上の競技会において右表の交付要
件を満たした選手。

⑵ 将来が期待される若手を育成選手として連盟が選抜し、海外トレーニング拠点で訓練等を実施している選手。
　　月額20万円
⑶ アンバサダーライダー育成強化
　　将来が期待される若手選手であって、アンバサダーライダーとして馬術の普及活動を行うため連盟が指名した選手。
　　年間240万円以内（1名）
◆優良競技馬導入促進支援
�東京2020オリンピックに向けて、日本代表が目標とす
る競技成績を収めている人馬について、優良な競技馬
の確保・繋養のための費用の一部を交付。（1選手につき1頭に限る）
※なお、平成30年度のナショナルチームメンバーを対象に、別途優良競技馬導入費用の一部支援を行う場合がある。
◆海外トレーニング拠点設置事業
�海外トレーニング拠点を設置し、若手育成選手が訓練を行える環境を整備するとともに、代表候補選手および若手育成選手の競技会
への出場等をサポートする。

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた
馬術競技強化対策事業について
　JRA特別振興資金を活用して、2017年から2020年までの4年間、東京オリンピックに向けて実施している強化対策について、
2019年の事業内容が確定しました。競技活動を行っている選手の皆様に関連のある事項を抜粋してお知らせします。

交付要件 金額／対象人数
グランプリ競技で72％以上（1回） 年間1,000万円以内／5名以内
グランプリ競技で69％以上（1回） 年間500万円以内／5名以内
グランプリ競技で66％以上（2回） 月額30万円以内／10名以内

カテゴリー 交付金額（年額）
グランプリ競技で72％以上 年間1,000万円以内／5人馬以内
グランプリ競技で69％以上 年間500万円以内／5人馬以内



【総合馬術競技】
◆強化体制の整備
欧米における日本選手の競技活動を支援し、活動状況を把握するための海外コーチングチームの設置。
◆競技活動支援
一定の要件を満たした選手に対し活動補助費を交付するなど競技活動を支援する事業。
⑴ 東京オリンピック代表候補選手活動補助
　　�東京2020オリンピックのMERを取得しナショナルチームメンバーとして主に欧米で継続的に競技活動行なっている選手、または
JEF馬を貸与されている選手。

　　月額30万円（6名以内）
⑵ 選手層を厚くするため、連盟が選抜し、海外トレーニング拠点で訓練等を実施している育成強化選手。
　　月額20万円
⑶ アンバサダーライダー育成強化
　　将来が期待される若手選手であって、アンバサダーライダーとして馬術の普及活動を行うため連盟が指名した選手。
　　年間240万円以内（1名）
◆優良競技馬（JEF馬）による競技活動支援
�東京2020オリンピックにおいて、日本代表がより優秀な成績を獲得できるよう、優良な競技馬を確保し、調教を委託する。貸与を希
望する選手のうち連盟が認めた選手に貸与する。
◆海外トレーニング拠点設置事業
海外トレーニング拠点を設置し、育成強化選手が訓練を行える環境を整備し、競技会への出場等をサポートする


